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（　）前月比

平成31年1月31日現在

世帯数 6,305世帯（－23）

13,201
6,721
6,480

人（－33）

人（－14）

人（－19）

人　口
男
女

次目
平成31年本部町成人式
南富良野町・本部町親善交流事業ほか
第3回もとぶリュウキュウベンケイソウ花まつりほか
平成31年度国民健康保険証更新のお知らせほか
情報ひろば
第41回もとぶ八重岳桜まつり

2
3
4
5

6～7
8

国民健康保険証の
切り替え時期です

保険税に未納がある世帯は、役場窓口での
更新が必要です。 詳しくは5ページへ

ひとあし、お咲きに。
第41回もとぶ八重岳桜まつり

ひとあし、お咲きに。
第41回もとぶ八重岳桜まつり

1月19日、第41回もとぶ八重岳桜まつりにおいて2019本部ミス桜が発表されました。
（左から崎濱紫音さん、照屋玲奈さん、宮城五月さん）

しのん れいな さつき



1
月
14
日
の
成
人
の
日
を

前
に
13
日
、本
部
町
会
館（
町

営
ホ
ー
ル
）
に
お
い
て
平
成

31
年
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
振
袖
や
ス
ー
ツ
、
袴

に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
集

い
会
場
を
華
や
か
に
彩
っ
て

い
ま
し
た
。
本
町
で
は
今
年

度
、
男
性
67
人
、
女
性
66

人
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し

ま
し
た
。

式
典
で
式
辞
を
述
べ
た
平

良
町
長
は
「
こ
れ
か
ら
社
会
の
中
で
活
動
す
る
皆
様
に
は
、
文

武
両
道
と
先
駆
者
の
気
質
で
あ
る
『
武
本
部
』
の
精
神
で
、
失

敗
を
恐
れ
ず
、
勇
気
を
持
っ
て
目
標
に
立
ち
向
か
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
た
具
志
堅
李り

耶や

さ
ん
は「
成

人
を
迎
え
自
由
が
増
え
る
が
、
一
人
の
大
人
と
し
て
責
任
あ
る
行

動
を
取
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
、
大
学
で
政
治
や
国
際
問
題
を

学
ん
で
お
り
、
世
界
の
問
題

に
貢
献
で
き
る
大
人
に
な
り
た

い
」
と
新
成
人
を
迎
え
て
の

意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

会
場
周
辺
は
式
典
終
了
後

も
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ

せ
た
友
人
や
家
族
と
記
念
撮

影
を
行
う
新
成
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

新成人代表であいさつした具志堅さん

新
成
人
の
門
出
を
祝
う

平
成
 31
年 

本
部
町
成
人
式

式辞を述べる平良町長

3月は、伊豆味のクメノサクラが見頃だよ！
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本
部
町
親
善
交
流
団
21
人
（
児
童
16

人
、
引
率
者
5
人
）
が
1
月
28
日
～
2

月
1
日
に
か
け
て
、「
友
好
の
町
」
で
あ

る
南
富
良
野
町
に
お
い
て
冬
の
北
海
道

を
体
験
し
ま
し
た
。

今
年
で
28
回
目
を
迎
え
る
本
事
業
は
、

本
部
町
の
次
世
代
を
担
う
児
童
の
健
全

育
成
を
目
的
に
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
に
本
部
町
か
ら
4
0
0
人
余
り
の

児
童
生
徒
が
参
加
し
、
気
候
や
文
化
な

ど
多
く
の
面
で
異
な
る
両
町
の
交
流
を

深
め
て
き
ま
し
た
。

交
流
団
は
、
南
富
良
野
町
の
皆
様
の

あ
た
た
か
い
歓
迎
の
も
と
、
南
富
良
野

町
内
小
学
校
と
の
交
流
学
習
や
ス
キ
ー

体
験
、
犬
ぞ
り
体
験
、
ワ
カ
サ
ギ
釣
り

体
験
、
カ
ー
リ
ン
グ
体
験
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
な
ど
雪
国
の
生
活
や
文
化
を
肌
で
感

じ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
カ
ー
リ
ン
グ
体
験

で
は
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
金
村
萌
絵

選
手
（
南
富
良
野
町
出
身
）
に
直
接
ご

指
導
を
い
た
だ
き
貴
重
な
体
験
と
な
り

ま
し
た
。

今
年
の
6
月
末
に
は
、
南
富
良
野
町

の
交
流
団
が
沖
縄
の
夏
を
体
験
す
る
た

め
本
町
を
訪
れ
る
予
定
で
す
。
町
民
の

皆
様
の
あ
た
た
か
い
歓
迎
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

南富良野町の児童との交流会

右上：	犬ぞり体験
右下：	一面に広がる雪景色に	
	 大興奮
左上：	カーリング体験

1
月
24
日
、
も
と
ぶ
観
光
文
化
フ
ェ

ス
タ
（
主
催
・
同
実
行
委
員
会
）
が
字

浦
崎
の
町
多
目
的
イ
ベ
ン
ト
広
場
（
闘
牛

場
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
比
嘉
あ
ゆ

み
琉
舞
研
究
所
の
琉
球
舞
踊
「
四
つ
竹
」

で
幕
開
け
し
、
お
馴
染
み
の
ピ
ー
ジ
ャ
ー

オ
ー
ラ
サ
イ
や
闘
牛
、
太
鼓
演
舞
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
県
内
外
か
ら
多

数
の
方
が
来
場
し
、
闘
牛
の
迫
力
あ
る

試
合
に
歓
声
が
あ
が
る
な
ど
大
盛
況
と

な
り
、
最
後
は
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
で
締
め
く

く
り
、
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
ま
ま
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

も
と
ぶ
観
光
文
化
フ
ェ
ス
タ
は
来
年
度

以
降
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。
も
と
ぶ
の

文
化
を
肌
で
体
験
で
き
る
の
で
、
是
非
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

新
春
恒
例
の
本
部
町
・
今
帰
仁
村
消
防
組
合
出
初
式
が
1

月
11
日
、
当
消
防
組
合
今
帰
仁
分
遣
所
で
行
わ
れ
、
多
数
の
来

賓
が
列
席
す
る
中
、
消
防
職
員
29
人
、
消
防
団
員
32
人
が
参
加

し
、
人
員
報
告
・
服
装
点
検
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

出
初
式
は
、「
今
年
一
年
の
無
火
災
・
無
災
害
の
祈
念
」「
消

防
職
員
並
び
に
消
防
団
員
の
士
気
高
揚
」「
地
域
住
民
へ
の
防

火
思
想
の
普
及
」
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

式
典
で
は
、
消
防
組
合
管
理
者
で
あ
る
喜
屋
武
治
樹
今
帰
仁

村
長
が
「
昨
年
は
全
国
各
地
で
地
震
や
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
発

生
し
、
県
内
に
お
い
て
も
台
風
に
よ
る
被
害
が
あ
っ
た
。
地
域

の
防
災
力
向
上
が
重
要
と
な
る
た
め
、
消
防
機
材
の
強
化
な
ど

災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
、
職
・
団
員
に
よ
る
展
示
訓
練
、
ゆ
い
保

育
園
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
演
舞
も
行
わ
れ
、
地
域
の
防
災
力
強
化
、

火
の
用
心
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

第
28
回
冬
の
北
海
道（
南
富
良
野
町
）体
験
の
翼

平
成
 31
年
消
防
出
初
式

展示訓練を行う消防職員迫力ある闘牛に会場は大興奮

もとぶの文化が集う 消
防
だ
よ
り

平
成
30
年
度 

南
富
良
野
町・本
部
町
親
善
交
流
事
業

第 16回もとぶ観光文化フェスタ

昭和62年に本部町で、平成元年に南富良野町で開催された国民体育大会カヌー競技をきっかけに両町の交流が始まったんだよ。
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1
月
12
日
か
ら
2
月
3
日
の
期
間
、
田
空

の
駅
ハ
ー
ソ
ー
公
園
で
第
3
回
も
と
ぶ
リ
ュ
ウ

キ
ュ
ウ
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
花
ま
つ
り
（
主
催
・
も

と
ぶ
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
協
同
組
合
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

12
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
平
良
町
長
は
「
こ
の
ま
つ
り
は
県
内
に

お
い
て
1
年
で
最
初
の
花
ま
つ
り
で
日
本
唯
一

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
幸
福
を
告
げ
る
と
い
う

花
言
葉
は
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
は
、
数
の
減

少
か
ら
絶
滅
危
惧
Ⅰ
A
類
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
同
公
園
で
は
、
種
を
絶
や
さ
な
い
よ
う

に
増
殖
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
昨
年

よ
り
2
万
本
多
い
5
万
本
の
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ベ

ン
ケ
イ
ソ
ウ
が
園
内
を
彩
り
、
訪
れ
る
人
た
ち

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

ま
た
1
月
14
日
に
は
、
町
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
協
会
（
国
吉
司
会
長
）
が
、
町
の
美
化

活
動
と
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
花
ま
つ

り
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
、
県
道
２
１
９
号
線
（
渡

久
地
港
線
）
歩
道
に
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ベ
ン
ケ
イ

ソ
ウ
34
鉢
を
設
置
し
ま
し
た
。
取
り
組
み
に

は
、
会
員
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
協
会

理
事
の
具
志
堅
興
人
さ
ん
は
「
幸
福
を
告
げ

る
黄
色
い
花
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
町
を
訪

れ
る
人
に
少
し
で
も
幸
せ
を
分
け
た
い
。
今
後

他
の
企
業
も
巻
き
込
み
、
町
を
黄
色
の
花
で

い
っ
ぱ
い
に
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

同
協
会
は
、
町
内
の
清
掃
作
業
や
町
花
い
っ

ぱ
い
推
進
協
議
会
へ
の
参
加
な
ど
、
町
の
美
化

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

黄色い花畑で走り回る子どもたち

2
月
7
日
、
第
1
回
本
部
町
児
童
生
徒
表
彰
式
（
主

催
・
本
部
町
人
間
力
向
上
推
進
委
員
会
）
が
行
わ
れ
、
町

内
小
中
高
校
の
児
童
生
徒
36
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
同
表

彰
は
、
人
間
性
（
思
い
や
り
、
正
義
感
な
ど
）、
学
び
（
知

識
、
思
考
力
な
ど
）、
自
立
心
（
夢
を
も
つ
、
や
り
抜
く
力

な
ど
）
の
3
項
目
で
活
躍
し
て
い
る
児
童
生
徒
を
対
象
と
し

て
お
り
、
表
彰
す
る
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
大
切
さ
を

認
識
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
成
長
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
本
部
高
校
3
年
の
上

間
来ら
い

温お
ん

君
は
「
本
部
高
校
に
入
学
し
、
地
域
活
動
、
高
校

の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
留
学
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
で
き
た
。

大
学
で
は
観
光
を
学
び
、
本
部
町
で
人
の
温
か
さ
を
活
か
し

た
観
光
を
推
進
し
、町
に
恩
返
し
を
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

仲
宗
根
教
育
長
は
「
皆
さ
ん
に
は
新
し
い
社
会
を
創
造
す

る
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
。
今
回
の
受
賞
を
励
み
に
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

1
月
18
日
、
農
業
者
同
士
の
親
睦
を
深
め
、
連
携
を
強
化

し
、
町
の
産
業
発
展
に
活
か
し
て
い
こ
う
と
第
7
回
本
部
町
農

業
者
新
春
の
集
い
（
主
催
・
本
部
町
の
農
業
を
元
気
に
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
会
）
が
本
部
町
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
野
菜
、

花
卉
、果
樹
や
畜
産
農
家
な
ど
約
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

副
会
長
の
知
念
一
義
さ
ん
は
「
多
種
多
品
目
の
農
家
が
共
に

手
を
携
え
、
本
部
の
農
業
を
全
国
に
発
信
し
て
い
こ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
平
良
町
長
は
「
町
の
農
業
は
良
い
状
況
で
推
移
し

て
き
て
い
る
。
農
業
者
が
一
致
団
結
し
、
大
き
な
産
業
の
う
ね

り
が
で
き
る
こ
と
を
願
う
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

役
場
関
係
者
、
農
協
関
係
者
、
商
工
会
や
観
光
協
会
な
ど

も
参
加
し
、
農
業
と
他
産
業
の
連
携
強
化
を
誓
い
つ
つ
、
互
い

に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

本部町児童生徒 表彰式

第
3
回
も
と
ぶ
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
花
ま
つ
り

第
7
回 

 

本
部
町
農
業
者 

新
春
の
集
い

作業に参加した皆さん

町の産業発展を願い、カリー！受賞した児童生徒の皆さん

「
幸
福
を
告
げ
る
」黄
色
の
花

わ
が
町
に
新
し
い
風
を
起
こ
そ
う
！

バスを利用しよう！インターネットサイト「バスなび沖縄」では経路や時刻、運行状況などが確認できるよ。
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カセットボンベ・スプレー缶 
（エアゾール缶）を安全に処理しましょう

予約・お問い合わせ  本部町保険予防課 TEL.47-5602

お問い合わせ   本部町保険予防課 TEL.47-2701

予約・お問い合わせ  本部町保険予防課 TEL.47-5602

カセットボンベ・スプレー缶（エアゾール缶）を適切に処理しな
いと火災が発生する危険性があります。

平成30年12月16日に札幌市において、大量のエアゾール製品の
内容物が屋内で噴射され、滞留した可燃ガスに引火したことが原因
とみられる爆発による火災事故が発生しました。

今後このような事故を無くすためにも以下の点に気を付けてカセッ
トボンベ・スプレー缶（エアゾール缶）を適切に取り扱ってください。
①製品を最後まで使い切る。
② 缶を振って音を確認するなどにより充填物が残っていないか確

認する。
③ ガス抜きキャップがある製品は、火の気のない風通しのよい屋外

でガス抜きキャップを使用して充填物を出し切る。
お問い合わせ  本部町保険予防課 TEL.47-5602

平成31年度 
乳がん・子宮がん 集団検診のお知らせ

平成31年度 国民健康保険証更新のお知らせ

平成31年度 
住民健診が4月から始まります！

① 本部町役場から、4月に「健診通知書・がん検診受診券」をお送
りします。

② 届いた「健診通知書・がん検診受診券」を確認して、「助成対象」
と書かれた検診を確認します。

③ 乳がん検診ご希望の方はご予約のお電話をします。
※子宮頸がん検診は予約は要りません。

注意事項
○ 子宮頸がん検診は直近の生理から3日以上経過していなければ受

診する事はできません。

実施日 会場 実施される検診 予約 検診受付時間
4月25日

(木)
地域福祉センター

（大浜 本部町産業支援センター裏）
乳がん検診 必要 午後2時～ 

 3時子宮頸がん検診 不要
※予約受付は4月1日(月)から。

新しい保険証は3月中旬から下旬にかけて簡易書留郵便で、世帯
主宛に世帯加入者全員の方の保険証を郵送いたします。なお、転送
はできません。
※保険証を受け取ったら記載内容を確認してください。
※同封の「お知らせ」及び「パンフレット」をお読みください。

保険税に未納がある世帯（平成31年3月1日時点）は窓口での保
険証の更新が必要です。「保険証の更新について」を郵送しますので、
その通知が届いてから窓口で手続きをしてください。

① 本部町役場から、4月に「健診通知書・がん検診受診券」をお送りします。
② 届いた「健診通知書・がん検診受診券」と「保険証(受診券)」を持っ

て、お好きな会場へお越しください。
③ 待ち時間の少ない予約制健診を準備しました。お急ぎの方は是非

ご利用ください。

3月下旬になっても更新について
の連絡がない場合は、保険予防課
までご連絡ください。

・ 簡易書留郵便では、配達時に郵便物のあ
て名本人又はご家族の押印、もしくは署
名が必要となります。

・ 配達時にご不在の場合は、郵便受けに「郵
便物等お預かりのお知らせ」が入ります
ので、そこに記載のある郵便局にご連絡
ください。

・ 郵便局で一定期間保管された後、役場に
返還されます。その場合は、本部町役場
保険予防課の窓口でお渡ししますので、
現在お持ちの保険証をご持参のうえお越
しください。

【切り替え期間】 平成31年3月14日（木）～29日（金）  
（土日・祝日除く）

【場所】本部町役場保険予防課国保班（庁舎1階奥側）
【時間】午前8時30分～午後5時15分（正午～午後1時のお昼休みは除く）
【持参するもの】  
①現在お持ちの国民健康保険証もしくは免許証
②3月1日以降に納めた国保税の領収書（忘れると証更新ができません）
③保険証更新のお知らせ通知
★ 未納がある世帯は納付状況や納付計画等を考慮した上で【短期被保

険者証】または【被保険者資格証明書】を交付します。

重要 保険税が未納の方→役場窓口で交付重要

健診日 健診会場 備考 受付時間
4月10日(水) 瀬底集落センター

午前8時30分～ 
 10時30分

4月11日(木) 豊川公民館
4月12日(金) 本部町役場
4月13日(土) 本部町役場
4月15日(月) 伊豆味公民館
4月16日(火) 谷茶公民館 送迎あり(下表参照)
4月17日(水) 崎本部公民館

4月18日(木) ウェルネスセンター 
(もとぶ元気村：浜元410番地)

予約制 
(TEL：47-5602)

4月19日(金) 町民体育館 送迎あり(下表参照)
4月22日(月) 備瀬公民館
4月23日(火) 健堅公民館
4月24日(水) ハーソー公園 送迎あり(下表参照)

4月25日(木) 地域福祉センター 
(大浜 本部町産業支援センター裏)

午後に婦人科検診 
実施します(予約制)

4月26日(金) 伊野波公民館
6月16日(日) 本部町役場 予約制(TEL：47-5602)
8月18日(日) 本部町役場
10月6日(日) 本部町役場

※予約受付は4月1日(月)から。
〈送迎時刻表〉

日付
発車時刻

行き先
8:00 8:10 8:20

4月16日(火) 辺名地公民館 発 谷茶公民館

4月19日(金)
野原公民館 発 浦崎公民館 発 浜元公民館 発

町民体育館
古島公民館 発 大堂公民館 発

4月24日(水)
謝花公民館 発 北里公民館 発 嘉津宇公民館 発

ハーソー公園
新里公民館 発 具志堅公民館 発

※帰りの各公民館行きの便は、健診終了後に発車します。

保険税を納期限内に 
完納している方 →郵便で交付

注意

3月1日～7日は春の全国火災予防運動期間だよ。火災が発生しやすい季節なので火の取り扱いに注意しよう！
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はつらつ運動教室 
自分らしい生活を送るために 

「からだにいいこと」始めませんか？

水中エクササイズ教室 
いつまでも「自分らしい生活を送る」ために

元気なからだを取り戻そう！

椅子に座ってのストレッチや筋肉トレーニング、リズム体操、棒
体操、脳トレなど、ご自分の体力に合わせて運動していただけます。
健康に関するミニ講話も行っています。

教室の初回と終了時には体力測定を行うので、からだの変化を実
感することができます。自宅でも実践できる運動です。みなさんぜひ
ご参加ください。

【対 象 者】 65歳以上で運動制限のない方
【定　　員】 25人
【期　　間】  平成31年5月15日～  

7月31日（予定） 
【日　　時】  毎週水曜日  

午後2時～3時30分
【場　　所】  本部町産業支援センター・  

アジマーもとぶ  
（2階研修ホール）

【参 加 費】 無料
【送　　迎】 なし
【お申込み】 平成31年3月27日～4月24日

歩行に不安がある、膝や腰の痛みがあり陸上での運動では痛みが
強い、また、手術前や手術後で筋力をつけたい等、短期的に運動機
能を改善したい方へ少人数での運動教室を行っています。健康運動
指導士により、一人一人に合わせた運動指導を行っていきます。健
康に関するミニ講話もあります。

【対 象 者】 65歳以上で運動機能に不安がある方
【定　　員】 5人
【期　　間】  ①平成31年 4月10日～ 6月26日（予定）  

②平成31年 7月 3日～ 9月25日（予定）  
③平成31年10月 2日～12月18日（予定）

【日　　時】 毎週水曜日 午前9時30分～11時
【場　　所】 もとぶ元気村ウェルネスセンター（海水ジャグジープール）
【参 加 費】 無料
【送　　迎】 あり
【お申込み】   
希望される方は、地域包括支援
センターまでご連絡ください。

お問い合わせ  本部町地域包括支援センター（福祉課内） TEL.43-0565

学校給食調理員賃金職員募集のお知らせ

平成31年度 行政相談開催日

母乳相談会のご案内

お問い合わせ  本部町保険予防課 TEL.47-2103

「母乳で頑張りたいけど足りてるのかな？」「ミルクと混合にしたい
けどどうしたらいい？」「卒乳、断乳のポイントは？」など、母乳に
まつわる何でも相談会を行ないます。

お子様連れでお気軽にお越しください。
【日　　時】 平成31年3月11日（月）午前9時30分～11時30分
【場　　所】  地域子育て支援拠点「もとぶっこ」  

（渡久地231番地：090-3793-3850）
【内　　容】 母乳にまつわるミニ講話、個別相談
【講　　師】 名桜大学助産専攻科助教 小柳弘恵（アドバンス助産師）
【費　　用】 無料
【準備物品】 親子健康手帳・小タオル

お問い合わせ  本部町地域包括支援センター（福祉課内） TEL.43-0565

【業務内容】 学校給食の調理及び食器洗い(未経験者でも可)
【募集人員】 1人
【雇用形態】 賃金職員
【業務期間】 平成31年4月1日～10月31日(契約更新の相談可)
【賃　　金】 日給7,000円(調理士免許有)・日給6,400円(調理士免許無)
【勤務時間】 午前7時45分～午後4時30分
【休  日  等】 土・日・祝日
【申込方法】  履歴書提出の前に学校給食センターへ電話連絡をお願いします。 

履歴書提出と同時に面接を行います。
【必要書類】 履歴書(写真添付)1部
【提  出  先】 本部町立学校給食センター(本部町字山川716)

お問い合わせ  本部町立学校給食センター TEL.48-2213

〈受付時間〉
月 日 曜日 時間

4 17

毎
月
第
３
水
曜
日

午後2時～4時

5 15 午前10時～午後3時

6 19 午後2時～4時

7 17 午後2時～4時

8 21 午後2時～4時

9 18 午後2時～4時

10 16 午前10時～午後3時

11 20 午後2時～4時

12 18 午後2時～4時

1 15 午後2時～4時

2 19 午後2時～4時

3 18 午後2時～4時

毎月第3水曜日、役場町民ホー
ルにて、行政相談所を開設いた
します。役場の仕事へのご意見、
ご要望をお受けして、その解決
を促進するとともに、皆さんの
声を行政に役立てるものです。
行政相談員の根路銘国貞が相談
に応じます。相談は無料・秘密
厳守です。

【場所】本部町役場1階町民ホール

お問い合わせ  本部町総務課 TEL.47-2101

毎月第3水曜日は、町民ホール（役場1階）にて行政相談所を開設します。今月は3月20日（午後2時～4時）だよ。
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ご寄付 本部町ちゅらまちづくり応援基金
ありがとうございました。平成30年12月16日～31年1月15日分

3・4月の町内行事・イベント情報
日程 行事・イベント 場所

3
月

1日 本部高校卒業式
3日 本部町駅伝大会 町運動公園
9日 町内中学校卒業式

12日 リサイクルフェア 町立図書館
16日 おはなし会 町立図書館
19日 町内小学校卒業式

4
月

8日 本部・上本部中学校、本部高校入学式
9日 本部・上本部・瀬底小学校、伊豆味小中学校入学式

●町内イベントは町ホームページのイベントカレンダーでも確認できます。

件数1,768件………………………総額45,386,000円
●詳細は町ホームページに随時更新予定です。 〇1月以上所在不明になったとき

・ 年金を受けている方の所在が1月以上明らかでないときは、その
世帯の世帯員の方は所在不明についての届出を速やかに行う必要
があります。提出先はお近くの年金事務所です。

・ お届けいただいた後、受給権者ご本人の健在を確認し、所在が不
明な場合は、年金の支払いが一時止まります。

・ 年金の支払いが止まっている方の所在が明らかになったときは、
年金のお受け取りを再開するための手続きが必要になります。お
近くの年金事務所までご連絡をお願いします。

＊ 月曜日が祝日の場合、翌開所日
は午後7時まで。

＊ 祝日（第2土曜日を除く）、12月29日
～1月3日はご利用いただけません。

〇 お問い合わせの際には、基礎年金番号が分かるものをご用意ください。

＜受付時間＞
月曜日 午前8時30分～午後7時

火～金曜日 午前8時30分～午後5時15分 
第２土曜日 午前9時30分～午後4時

年金を受けている方が 
所在不明になったときはお届けが必要です

お問い合わせ  『ねんきんダイヤル』またはお近くの年金事務所へ

0570-05-1165
050で始まる電話でおかけになる場合は 

（東京）03-6700-1165

沖縄県町村交通災害共済組合への加入申込について
交通災害共済とは、交通事故の被災者の窮状を救い、経済的損

失を軽減するため、加入者1人1人が相互扶助協力の精神に基づき、
見舞金を支給する事業です。

【加入要件】 本部町に住民登録、外国人登録がある方
※学生のため一時的に転出している場合でも加入できます。

【共済掛金】 年間1人 500円
【共済期間】  平成31年4月1日～32年3月31日  

但し、中途加入は加入日の翌日から
【申込受付窓口】  各行政区事務所（平成31年2月1日～3月31日）  

本部町総務課（随時受付）
お問い合わせ  本部町総務課 TEL.47-2101

新規就農研修生募集について
農業担い手（主にパインアップル）を育成確保し、自立的経営農

家としての後継者を育成するために研修生を募集します。研修生に
は次世代人材投資事業交付資金として年間150万円（最長2年間）
が交付されます。

【募集期間】 平成31年5月上旬～下旬予定
【募集人員】 2人　【年齢】45歳未満
【研修場所】 名護市屋我地農業後継者育成施設等
【研修内容】  パインアップルを中心とした一連の農作業研修を最長2

年間行います
お問い合わせ  JAおきなわ北部地区営農振興センター 営農総合部

新規就農コーディネーター TEL.090-6859-2813

①集金は平成31年3月31日をもって終了となります！！
②納付は便利な口座振替でお願いします!!(申込書は集金人が持っています)
③ 水道の名義人又は郵送先住所が、実際と違う場合は、役場の公

営企業課にて変更届出をお願いします!!  
( そのままにすると、納付書が届かなくなることがあります。なお、
どうしても手続きに本人が来られないときは、委任状を取得し、
代理人が手続きをお願いします。)

水道料金についての3つのお知らせ

お問い合わせ  本部町公営企業課 TEL.47-3044

3月は後期高齢9期の納付月です
平成30年度町税・国保税の納め忘れはありませんか？
※ 3月は固定資産税4期・国保税8期・後期高齢8期・未納の方に督

促料100円が発生します。
納付月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

固定 
資産税

○
１期

○
２期

○
３期

○
４期

町県 
民税

○
１期

○
２期

○
３期

○
４期

軽自動
車税 ○

国保税 ○
１期

○
２期

○
３期

○
４期

○
５期

○
６期

○
７期

○
８期

後期 
高齢

○
１期

○
２期

○
３期

○
４期

○
５期

○
６期

○
７期

○
８期

○
９期

※毎月25日実施（25日が休日であれば翌平日）
※納税相談の際は、事前に電話連絡をお願いします。

午後�5時30分～�
7時30分平成31年3月25日（月）3月の 夜 間 

納税相談日

相談できる税 /  固定資産税・町県民税・軽自動車税・国保税・ 
後期高齢者医療保険料

お問い合わせ  保険予防課 TEL.47-2701 町税対策課 TEL.47-5629

【町県民税・軽自動車税・固定資産税・国民健康保険税】の納付は便利な口座振替がおすすめです。
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ベジタブルインキを
使用しております。

ひとあし、
お咲きに。第41回もとぶ八重岳桜まつり

「もとぶ八重岳桜の保全育成協力金」にご協力いただきありがとうございました
本協力金の趣旨にご賛同いただき、ご協力いただいた来場者の皆様、誠にありがとうございました。1月19日から2月3日

の間で4,543,443円の協力金を頂きました。本協力金は、八重岳一帯の保全に活用させていただきます。

沖縄空手上地流の奉納演舞

ＭＯＴＯＢＵっ子ショー

もとぶ八重桜花団・本部っ子八重さくら太鼓演舞

いちばん桜歩け歩け大会

鏡開き

本部高校生によるバンド

約
7
千
本
の
桜
が
、
訪
れ
る
人
を
魅
了
す

る
第
41
回
も
と
ぶ
八
重
岳
桜
ま
つ
り
（
主
催
・

本
部
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）
が
1
月
19
日
か

ら
2
月
3
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
桜
の
花
が
八
重
岳
を
彩
り
、
県

内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
来
場
者
に
春
の
訪

れ
を
告
げ
て
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
平
良
町
長
は
多

く
の
桜
を
植
え
た
先
人
に
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
「
全
国
の
桜
前
線
は
、
八
重
岳
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
。
来
場
者
に
祭
り
を
満
喫
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
19
日
、
20
日
に

は
い
ち
ば
ん
桜
歩
け
歩
け
大
会
、
本
部
小
学

校
音
楽
部
演
奏
、本
部
高
校
学
習
成
果
発
表
、

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
っ
子
シ
ョ
ー
、
石
く
び
り
大
会

な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
期
間
中
、
約
12
万
7
千
人
の
来

場
が
あ
り
、
桜
並
木
の
散
策
や
写
真
撮
影
な

ど
多
く
の
方
が
八
重
岳
の
桜
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

ご
協
賛
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
第
41

回
も
と
ぶ
八
重
岳
桜
ま
つ
り
へ
町

内
外
か
ら
多
数
の
ご
協
賛
を
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。


